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唐
後
半
期
に
於
け
る
度
支
使
・
塩
鉄
転
運
使
系
巡
院
の
設
置
に
つ
い
て
高
橋
継
男
t主
じ
め
t乙
国
家
財
政
機
構
が
、
国
家
機
構
の
主
袈
な
一
部
門
を
占
め
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
安
史
の
乱
勃
発
後
、
唐
王
朝
の
最
高
財
政
官
職
に
成
長
し
た
度
支
使
・
坂
鉄
転
運
使
の
地
方
出
先
機
関
で
あ
る
巡
院
組
織
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
唐
後
半
期
の
国
制
の
一
部
の
噌
聞
に
連
な
る
と
考
え
る
。
筆
者
は
先
に
安
史
の
乱
直
後
に
於
け
る
財
政
情
況
と
の
関
連
で
、
劉
【
換
の
巡
抽
出
設
置
に
つ
い
て
仮
説
を
展
開
し
た
が
、
本
論
は
前
稿
を
引
き
継
い
で
、
唐
後
半
期
に
於
け
る
度
支
使
・
塩
鉄
転
逮
使
系
巡
院
の
設
置
に
つ
い
て
、
基
礎
的
作
業
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
度
交
使
・
塩
鉄
転
運
使
の
分
掌
制
と
巡
院
唐
後
半
期
の
王
朝
財
政
制
度
に
関
す
る
特
色
の
一
つ
は
、
度
支
使
と
塩
鉄
転
逮
使
に
よ
る
分
掌
制
で
あ
る
。
即
ち
貞
元
八
年
令
国
国
〉
に
至
っ
て
、
前
者
は
唐
朝
支
配
下
の
西
北
部
地
域
を
、
後
者
は
東
南
部
地
域
を
分
領
し
た
。
か
か
る
使
職
下
の
巡
院
設
置
は
、
当
然
こ
の
分
掌
制
に
関
②
 
速
が
あ
る
の
で
、
「
巡
院
」
に
注
意
し
な
が
ら
、
分
掌
制
が
一
応
の
確
立
を
見
る
ま
で
の
経
過
を
略
述
し
て
み
る
。
こ
の
地
域
的
分
掌
制
の
起
源
は
永
泰
元
年
(
8
3
第
五
埼
と
劉
長
に
よ
る
そ
れ
に
あ
り
、
と
れ
を
継
い
で
大
暦
六
年
令
叶
N
〉
か
ら
同
十
四
年
ハ
3
3
宮
で
は
斡
混
と
劉
長
が
各
々
の
地
域
を
掌
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
建
中
年
間
Q
g
t叶
包
)
か
ら
貞
一
万
八
年
の
聞
は
、
こ
の
様
な
四
明
確
な
地
域
的
分
掌
制
が
崩
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
丙
税
法
を
創
め
た
湯
炎
の
財
政
機
構
改
革
の
試
み
に
発
端
す
る
。
大
暦
十
四
年
半
ば
か
ら
財
政
権
を
一
手
に
掌
握
し
た
劉
長
に
敵
対
し
、
更
に
劉
長
の
就
任
せ
る
財
政
諸
使
が
財
政
を
支
配
し
て
い
る
現
状
に
不
満
の
楊
炎
は
、
翌
建
中
元
年
正
月
、
備
寄
省
本
来
の
機
構
に
復
旧
す
べ
く
上
奏
し
、
こ
れ
に
従
っ
て
皮
支
使
・
転
運
佼
を
廃
止
し
て
尚
暫
省
金
部
・
倉
部
が
そ
の
代
任
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
「
既
に
し
て
省
職
久
廃
し
、
耳
目
相
按
せ
ず
、
振
挙
す
る
能
う
英
〈
、
天
下
の
銭
穀
、
総
領
す
る
所
無
し
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
財
政
使
駿
廃
止
の
改
革
は
失
敗
に
終
り
、
同
年
一
二
月
に
は
判
度
支
と
江
治
水
陸
転
運
使
が
任
命
さ
れ
旬
。
こ
れ
は
「
一
に
劉
長
・
斡
期
間
の
則
の
如
し
」
と
評
さ
れ
る
様
に
、
大
暦
年
間
の
分
掌
制
に
復
帰
し
た
の
で
あ
る
が
、
楊
炎
に
よ
る
丙
税
法
創
始
⑤
 
に
伴
っ
て
、
度
支
が
両
税
業
務
を
統
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
度
支
使
の
地
位
は
強
化
さ
れ
た
様
で
、
た
と
え
ば
建
中
三
年
q
g
仏
月
、
判
度
支
趨
賛
の
上
奏
に
従
っ
て
作
東
水
陸
連
丙
税
塩
仲
間
使
・
作
一
四
水
陸
運
用
税
塩
鉄
使
が
設
け
ら
れ
た
が
、
度
交
が
そ
の
大
要
を
総
べ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
と
の
こ
使
は
い
ず
れ
も
度
支
使
に
統
轄
さ
れ
た
の
で
あ
る
う
。
即
ち
両
税
法
施
行
を
契
機
に
、
度
支
使
は
東
南
部
地
域
に
も
支
配
権
を
及
ぼ
す
様
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
貞
元
二
年
q
g〉
正
月
、
宰
相
控
造
が
再
度
財
政
使
職
を
廃
止
し
よ
う
と
し
た
試
み
を
見
れ
ば
一
周
明
ら
か
に
な
る
。
旧
唐
書
一
司
~
》
佳
造
伝
に
点
元
二
年
正
且
、
与
中
寄
金
人
斉
映
、
各
守
本
官
同
平
軍
事
、
-
j
〔
雀
〕
造
久
従
事
江
外
、
嫉
銭
殻
諸
使
岡
上
之
弊
、
乃
爽
、
天
下
両
税
銭
物
、
委
本
道
観
察
使
・
本
州
刺
史
、
選
官
典
、
部
送
上
部
、
新
進
水
陸
連
使
及
度
支
巡
院
・
江
沿
転
運
使
柏
市
並
停
、
其
度
支
・
塩
鉄
、
接
尚
詮
省
本
司
判
、
実
尚
寄
省
六
職
、
令
宰
区
分
判
、
乃
以
戸
部
侍
郎
元
務
判
諸
道
混
鉄
・
格
泊
等
事
、
戸
部
侍
郎
官
中
年
判
度
支
及
諸
道
阿
税
事
、
:
:
:
諮
道
有
塩
鉄
処
、
依
旧
賢
巡
院
勾
当
、
河
陰
見
在
米
及
諸
道
先
付
皮
支
巡
院
般
選
在
路
銭
物
、
委
旋
支
依
前
勾
当
、
共
宋
隊
本
道
者
、
分
付
観
察
使
発
近
、
と
あ
る
。
雀
造
に
よ
る
改
革
の
内
容
は
、
諸
道
水
陸
運
使
・
江
准
転
運
使
・
度
支
巡
院
を
廃
止
し
、
同
税
銭
物
の
上
都
へ
の
輸
送
は
本
道
観
察
使
・
刺
史
に
委
ね
、
度
支
・
塩
鉄
の
業
務
は
尚
喜
省
本
司
が
行
う
様
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
度
支
と
両
税
の
結
合
で
あ
っ
て
、
こ
の
改
革
後
も
度
交
と
丙
税
は
一
人
で
掌
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
こ
れ
以
前
に
諸
道
が
度
交
巡
院
に
付
託
し
て
門
両
@
 
税
〕
銭
物
を
輸
送
し
て
い
る
。
こ
の
諸
道
は
東
南
部
諸
道
が
中
心
で
あ
ろ
う
か
ら
、
度
支
使
管
下
の
度
支
巡
院
が
東
南
部
諸
道
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず
皮
支
使
が
東
南
部
諸
道
に
そ
の
財
政
支
配
権
を
及
ぼ
し
て
い
る
証
左
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
雀
造
の
改
革
案
で
も
塩
鉄
の
あ
る
所
(
塩
鉄
産
出
の
所
か
)
は
、
旧
例
に
依
り
巡
院
を
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
右
の
上
奏
に
従
っ
て
出
さ
れ
Tこ
詔
勅
古 l己
塩は
鉄
事
処
毎
道
世
巡
院
2 
当@
と
あ
っ
て
、
塩
鉄
に
関
連
あ
る
所
は
道
毎
に
巡
院
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
。
即
ち
塩
鉄
関
係
に
於
い
て
は
、
巡
院
が
不
可
欠
の
組
織
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
う
。
と
こ
ろ
で
屋
造
に
よ
る
改
革
は
、
資
治
通
鑑
謹
一
点
元
二
年
十
一
月
条
に
雀
造
改
銭
殺
法
、
事
多
不
集
、
諸
使
之
味
、
行
之
巴
久
、
中
外
安
之
、
:
・
既
而
江
治
運
米
大
室
、
上
嘉
韓
混
之
功
、
十
二
且
丁
己
、
以
混
兼
度
支
・
諸
道
塩
鉄
転
運
使
、
造
所
条
英
皆
改
之
、
と
あ
る
様
に
前
の
揚
炎
の
場
合
と
同
様
、
完
全
な
失
敗
に
終
っ
た
園
安
史
の
乱
勃
発
後
、
王
朝
財
政
窮
迫
を
打
開
す
る
た
め
設
け
ら
れ
た
度
支
使
・
塩
鉄
使
等
の
財
政
使
職
は
最
字
、
容
易
に
は
こ
れ
を
廃
止
し
て
備
蓄
省
諸
司
に
代
替
で
き
ぬ
程
の
組
織
・
制
度
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
右
の
引
用
文
に
あ
る
如
く
、
江
治
地
方
か
ら
の
米
輸
送
に
活
躍
し
王
朝
の
危
機
を
救
っ
た
韓
混
が
、
貞
元
二
年
十
二
月
、
度
支
@
 
諸
道
塩
鉄
転
運
等
使
に
就
任
し
、
つ
い
で
貞
元
五
年
ご
月
に
は
資
参
が
そ
の
後
任
と
な
っ
て
、
度
支
・
塩
鉄
・
転
運
諸
使
の
一
本
化
が
成
立
し
た
か
に
見
え
た
が
、
賓
客
と
そ
の
副
使
班
宏
と
の
間
の
抗
争
に
端
を
発
し
、
ま
た
度
支
使
と
塩
鉄
転
運
使
は
二
分
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
二
人
の
閑
の
抗
争
の
詳
し
い
顛
末
は
省
略
す
る
が
、
そ
の
一
部
を
冊
府
元
亀
世
間
一
台
省
部
・
交
悪
門
・
班
宏
条
に
よ
っ
て
見
る
と
揚
子
院
塩
鉄
転
運
之
委
輸
也
、
〔
班
〕
宏
以
御
史
中
丞
徐
祭
主
之
、
頗
不
理
、
又
以
賄
問
、
〔
間
四
〕
審
欽
代
之
、
宏
執
不
可
、
参
又
選
諸
知
院
者
、
未
嘗
与
宏
議
、
宏
知
之
、
密
疏
参
所
用
者
過
慈
、
而
突
事
細
留
中
、
総
是
与
怠
有
隙
、
と
あ
り
、
両
人
は
揚
子
巡
院
を
は
じ
め
と
す
る
諸
巡
院
長
官
の
任
用
を
め
ぐ
っ
て
も
激
し
く
争
っ
て
い
る
。
そ
の
後
貞
元
八
年
三
月
、
曲
目
参
は
度
交
使
を
涯
宏
に
譲
っ
た
も
の
の
、
塩
鉄
使
に
は
張
援
を
推
薦
し
班
宏
を
牽
制
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
A
の
で
、
今
度
は
班
宏
と
張
務
と
の
間
に
反
目
が
生
ず
る
。
旧
唐
脅
さ
一
一
此
宏
伝
に
〔
賓
〕
参
乃
薦
〔
張
〕
務
為
戸
部
侍
郎
・
塩
鉄
使
、
判
転
退
、
尚
隷
於
〔
班
〕
宏
以
悦
之
、
江
治
問
税
、
悉
宏
主
ウ
~
ミ
置
巡
院
、
然
帝
宏
・
傍
共
択
其
官
、
務
詩
境
鉄
旧
簿
寄
於
宏
、
宏
不
与
之
、
毎
署
院
官
、
宏
・
油
田
克
相
是
非
、
莫
有
用
者
、
務
乃
突
回
、
班
宏
与
匡
相
戻
、
巡
院
多
欠
官
、
直
撃
財
賦
、
国
家
大
計
、
職
不
修
、
無
所
逃
罪
、
今
宏
若
此
、
何
以
附
事
、
と
あ
り
、
江
准
の
両
税
は
度
支
使
班
宏
に
委
ね
ら
れ
た
が
、
塩
鉄
・
転
速
は
班
宏
の
下
で
張
務
が
掌
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
る
に
ま
た
両
人
唐
後
単
均
に
於
け
る
度
支
使
・
塩
鉄
転
運
使
系
巡
院
自
設
置
に
つ
い
て
ハ
高
橋
) 
五
六
の
聞
で
も
巡
院
官
任
命
に
関
し
て
争
い
が
絶
え
ず
、
張
時
間
の
奏
雪
一
回
に
よ
れ
ば
、
巡
院
の
欠
官
多
く
職
務
も
満
足
に
行
え
な
い
状
態
に
陥
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
暦
故
事
に
従
っ
て
地
域
的
分
掌
制
が
復
活
し
た
の
で
あ
る
。
唐
会
要
時
人
両
税
使
に
⑪
 
〔
貞
元
〕
八
年
四
月
、
以
来
都
・
河
南
・
江
准
・
嶺
南
・
山
南
東
道
両
税
等
銭
物
、
令
戸
部
侍
郎
・
転
運
使
張
務
主
之
、
京
消
橋
以
来
諸
道
巡
院
、
悉
線
〈
子
持
》
⑫
務
、
以
関
輔
・
河
東
・
剣
南
・
山
南
西
道
財
物
、
帝
戸
部
尚
書
・
度
支
使
班
宏
主
之
、
其
後
宏
・
務
互
有
短
長
、
宰
相
趣
味
・
陸
制
民
共
以
其
事
上
聞
、
由
是
審
用
大
歴
故
事
、
如
劉
長
・
韓
抽
出
所
分
潟
、
と
あ
っ
て
、
度
支
使
が
商
北
部
の
財
政
を
、
〔
塩
鉄
〕
転
運
使
が
東
南
部
を
分
掌
す
る
制
度
が
再
々
度
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
以
後
唐
末
乾
寧
年
間
(
白
E
1∞
3
頃
ま
で
の
期
間
、
社
佑
・
李
奨
・
王
涯
・
李
石
・
杜
僚
・
王
持
・
孫
恒
等
が
一
時
的
に
一
人
で
こ
れ
ら
の
使
臓
を
兼
任
札
た
⑬
 
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
極
め
て
短
期
間
で
あ
っ
て
、
概
ね
度
支
使
と
塩
鉄
転
運
使
は
二
人
で
分
掌
す
る
の
が
遇
制
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
張
漆
・
班
宏
の
地
域
的
財
政
分
掌
に
伴
っ
て
、
こ
れ
ら
使
職
管
轄
下
の
巡
院
も
東
南
部
の
塩
鉄
転
迎
使
系
巡
院
と
西
北
部
の
度
支
使
系
巡
院
に
分
割
さ
れ
た
の
は
当
山
で
あ
る
。
後
述
す
る
如
く
貞
元
八
年
頃
に
は
酉
北
部
地
域
に
も
巡
院
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
が
、
右
の
引
用
記
事
で
は
束
消
橋
以
東
の
諸
道
巡
院
が
張
務
管
轄
下
に
入
っ
た
こ
と
を
記
す
の
み
で
、
度
支
使
の
西
北
部
巡
院
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
の
は
、
或
い
は
西
北
部
巡
院
は
従
来
よ
り
既
に
度
支
巡
院
で
あ
っ
た
た
め
に
、
殊
更
特
記
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
せ
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
僅
造
の
改
革
や
、
授
参
と
班
宏
、
班
宏
と
張
務
の
抗
争
に
見
え
た
だ
け
で
も
、
と
れ
ら
財
政
使
職
管
轄
下
の
巡
院
は
地
方
出
先
機
関
と
し
て
諸
道
に
広
く
設
置
さ
れ
、
塩
鉄
・
漕
運
・
両
税
等
の
諸
業
務
に
関
し
て
極
め
て
重
要
な
任
務
を
も
ち
、
そ
れ
故
に
巡
院
官
任
命
問
題
が
財
政
使
職
の
権
力
抗
争
の
一
つ
の
争
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
前
引
適
鑑
で
「
諸
使
の
職
、
之
を
行
う
こ
と
己
に
久
し
く
、
中
外
之
に
安
ん
ず
、
」
と
称
さ
れ
る
財
政
使
臓
の
機
能
は
、
実
は
張
務
の
「
巡
院
欠
官
多
し
、
:
何
を
以
て
事
を
輯
め
ん
、
」
と
い
う
言
葉
に
も
一
却
さ
れ
て
い
る
如
く
、
そ
の
地
方
出
先
機
関
の
巡
院
機
構
が
あ
っ
て
始
め
て
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
史
料
に
見
え
る
巡
院
名
と
そ
の
設
置
点
そ
れ
で
は
唐
後
半
期
、
度
支
使
・
塩
鉄
転
運
使
の
下
に
巡
院
は
ど
れ
だ
け
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
う
か
"
具
体
的
な
巡
院
名
に
関
す
る
唯
一
の
ま
と
ま
っ
た
記
事
は
、
新
鷹
番
酷
五
食
貨
志
・
複
法
の
項
に
劉
長
が
設
置
し
た
と
し
て
記
す
「
揚
州
・
隙
許
・
作
州
・
歴
寿
・
白
沙
・
⑬
 
准
西
・
扇
橋
・
新
商
・
宋
州
・
酒
州
・
嶺
南
・
売
郭
・
鄭
滑
」
の
所
謂
十
三
巡
院
で
あ
る
が
、
と
の
記
事
の
信
葱
性
に
は
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
胡
=
否
は
資
治
通
鑑
詮
貞
元
八
年
八
月
に
記
す
陸
裂
の
上
奏
中
に
見
え
る
「
巡
院
」
の
語
に
注
し
て
蓋
劉
曇
始
置
巡
院
、
自
江
准
以
来
達
子
河
・
潟
、
其
後
遂
及
縁
辺
諸
道
亦
置
之
、
と
述
べ
る
が
、
巡
院
制
を
少
し
く
詳
細
に
知
り
た
い
者
に
と
っ
て
簡
に
過
ぎ
る
憾
み
が
あ
る
。
更
に
青
山
定
雄
氏
は
「
転
運
使
の
権
限
の
拡
張
に
伴
っ
て
巡
院
も
亦
広
く
全
国
的
に
設
け
ら
れ
、
そ
の
職
務
も
増
し
た
様
で
」
云
々
と
述
べ
、
新
唐
書
・
食
貨
志
の
十
=
一
巡
院
中
に
存
し
な
い
⑫
 
巡
院
名
が
現
わ
れ
る
史
料
を
い
く
つ
か
掲
げ
ら
れ
た
が
、
な
お
十
分
な
説
明
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
唐
代
詩
史
料
に
見
え
る
塩
鉄
転
運
使
・
⑬
 
度
支
使
系
巡
院
名
を
収
集
し
て
み
る
と
、
次
表
の
如
く
で
あ
る
。
巡
院
ω
上
都
院
ω
滑
橋
院
ω
転
運
永
堂
院
ω
侠
府
院
同
w
塩
鉄
転
遼
東
都
民
的
判
塩
鉄
転
運
河
陰
院
州
W
節
滑
院
ω
作
州
院
仙
W
宋
院
州
帥
脚
復
鉄
桶
橋
院
名
藩
道
名
京翠際東東
餓
↓
河
腸
宣義武
J包hv 州
(
9
〉
" 
典
拠
府
〔
長
駆
〕
二
年
三
月
、
王
播
為
准
南
節
度
使
、
兼
傾
塩
鉄
転
週
、
嬬
荷
捌
塩
鉄
印
赴
鋭
、
上
都
院
、
諦
別
給
賜
、
従
之
、
(
唐
会
要
巻
八
λ
・
塩
鉄
)
「
知
沼
稲
院
官
蘇
捌
援
員
外
郎
依
前
職
・
:
:
制
」
(
由
民
文
集
巻
三
六
・
中
審
制
諮
六
〉
「
盛
田
昂
可
監
察
御
史
英
行
・
知
転
週
氷
斑
院
制
」
(
白
氏
文
集
巻
三
六
・
中
害
制
話
六
〉
「
知
作
州
院
官
・
侍
御
史
庇
滋
可
検
校
倉
部
員
外
郎
、
殴
府
税
官
虚
台
可
兼
侍
御
史
、
鄭
滑
院
官
卒
克
恭
可
試
大
理
評
事
、
:
・
:
・
蛇
依
前
知
院
事
同
制
」
(
白
氏
文
集
巻
三
五
・
中
露
制
措
五
)
〔
長
慶
〕
四
年
詔
、
東
部
・
江
陵
塩
鉄
転
巡
留
後
、
並
改
為
知
院
官
、
(
冊
府
一
克
危
巻
四
八
三
・
邦
計
部
・
総
序
門
〉
「
唐
故
朝
議
郎
・
侍
御
史
・
内
供
奉
・
塩
鉄
転
運
河
陰
留
後
河
南
元
君
(
元
桓
)
墓
誌
銘
」
(
元
民
長
鹿
集
巻
五
七
・
碑
銘
)
隣
府
院
の
項
参
照
殴
府
院
の
項
参
照
・
:
・
叉
康
州
流
人
宋
州
院
官
回
洪
評
事
、
流
到
州
二
年
、
云
々
、
ハ
太
平
広
記
巻
三
八
五
・
再
生
類
「
控
紹
」
出
玄
怪
録
〉
〔
王
智
興
〕
近
兵
衛
従
〔
虚
〕
塁
、
至
楠
橋
而
返
、
遂
掠
塩
鉄
院
銭
吊
(
胡
注
・
楠
橋
有
塩
鉄
院
)
及
諸
道
進
奉
在
作
中
岩
井
商
旅
之
物
、
皆
三
分
取
二
、
(
資
治
通
鐙
巻
二
四
二
・
長
殴
二
年
三
月
乙
巴
条
)
⑬
守血様武成寧
底
後
半
期
に
於
け
る
度
支
使
・
塩
鉄
転
溜
使
系
巡
院
の
設
置
に
つ
い
て
高
橋
) 
七
ω
泊
院
ω
准
院
帥
岬
塩
鉄
転
逮
揚
子
院
州ロ
M) 
白
沙
続
4時
如
皐
院
帥
判
温
鉄
鹿
寿
院
州
判
断
院西
同
判
蘇
州
塩
鉄
院
~9) 
街
東
院
州
制
溢
鉄
宣
歎
院
例
制
宣
州
塩
鉄
院
鈎
南
陵
院
M
明
江
商
権
鉄
院
ω
塩
鉄
信
州
院
嗣
判
塩
鉄
福
建
院
抽
叫
〔
泉
州
〕
塚
鉄
院
武
寧
或
准
南
?佳新新宣江福
" 
l¥ 
" 
(
卒
文
巻
一
五
・
墓
誌
「
故
河
南
府
可
南
-
・
歴
寧
陵
・
翠
除
二
県
主
筒
、
知
相
州
院
事
、
得
協
律
郎
、
録
怠
軍
旗
君
〈
底
土
嘩
〉
墓
誌
銘
」
)
元
和
九
年
、
附
西
李
稼
為
塩
欽
官
、
世
十
地
口
院
、
(
沈
下
賢
文
集
巻
五
・
記
上
「
准
南
部
梁
山
倉
記
」
)
貞
元
末
、
摺
援
腔
祭
御
史
、
遊
底
部
員
外
郎
、
充
塩
鉄
紙
連
揚
子
院
留
後
、
(
旧
唐
書
巻
一
三
五
・
程
井
伝
)
共
月
(
長
慶
一
百
年
三
月
)
、
塩
鉄
使
王
嬬
突
、
揚
州
自
沙
問
処
納
椎
場
、
諦
依
旧
為
院
、
・
・
蚊
従
之
、
(
唐
会
要
巻
八
八
・
塩
鉄
〉
門
開
成
三
年
七
月
〕
廿
目
、
卯
畢
、
到
赤
岸
村
、
問
土
人
、
容
云
、
滞
此
閥
、
行
百
廿
〔
皇
〕
、
有
如
皐
鋲
、
暫
行
有
根
、
捌
閲
堅
様
、
発
去
進
峰
、
有
如
皐
院
、
専
知
官
芳
詳
所
由
、
(
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
巻
一
)
「
意
宗
立
授
検
校
倉
部
員
舛
郎
・
知
塩
鉄
直
寿
院
等
制
」
ハ
梁
川
文
集
巻
一
九
)
・
・
後
二
年
、
加
侍
御
史
、
知
揚
子
院
、
，
・
同
吋
除
湖
沼
院
、
(
太
平
広
記
巻
一
二
三
・
報
応
娯
「
茸
判
官
」
出
除
徳
伝
〉
蘇
川
塩
鉄
院
招
商
官
姓
玉
、
其
家
臣
官
、
貨
殖
些
積
、
会
昔
前
且
七
銭
巻
二
二
・
道
教
霊
験
記
「
蘇
州
塩
鉄
院
招
商
官
修
神
呪
道
場
験
」
〉
:
:
・
・
〔
玉
)
播
不
得
己
、
磐
之
江
西
院
官
、
赴
晩
、
未
及
其
所
、
又
改
為
湖
東
院
、
僅
至
半
程
、
叉
改
南
陵
院
、
(
太
平
広
記
巻
二
六
五
・
軽
薄
類
「
陳
述
方
」
出
関
川
多
土
伝
)
是
且
(
開
成
元
年
二
月
)
、
極
鉄
宣
獄
院
官
・
簡
較
膳
部
員
外
郎
顔
従
覧
為
主
客
員
外
郎
、
(
冊
府
一
万
亀
巻
一
四
0
・
帝
王
部
・
雄
表
門
四
〉
宣
州
塩
鉄
院
官
診
額
、
常
病
数
月
、
云
々
、
(
太
平
広
記
巻
三
六
七
・
妖
怪
類
「
診
額
」
出
稽
神
録
)
新
東
院
自
項
容
照
円
即
時
〉
・
・
・
李
尚
書
選
、
性
政
段
、
不
好
戯
突
、
時
〔
周
〕
感
知
江
西
塩
鉄
留
後
事
、
云
々
、
(
因
話
録
巻
四
・
詩
戯
附
〉
及
び
新
東
院
の
項
参
矧
唐
貞
元
末
、
鄭
君
知
塩
鉄
信
州
院
、
(
太
平
広
記
巻
七
三
・
道
術
類
「
郷
君
」
出
逸
史
〉
〔
元
和
十
四
年
〕
七
月
、
境
鉄
福
建
院
官
権
長
摘
、
坐
減
一
万
三
百
余
賀
、
云
々
、
ハ
冊
府
元
亀
巻
一
五
0
・
帝
王
部
・
究
刑
門
)
田
桐
為
泉
州
刺
史
、
宝
踏
二
年
、
削
消
官
一
任
、
徴
本
州
塩
鉄
院
官
袈
扮
鍋
四
十
斤
、
洞
従
酒
与
扮
交
争
、
為
本
道
取
使
挙
奏
、
図
各
懲
罰
、
(
冊
府
元
亀
巻
九
一
回
・
総
録
部
・
酒
失
門
)
。
(
?
)
ク'/ 
西東事古
" " 
西
勿
建
'/ 
酬
判
塩
欽
転
運
山
南
東
道
院
抽
明
江
陵
塩
鉄
転
運
院
防
湖
南
塩
鉄
伝
運
院
州
脚
嶺
南
塩
鉄
院
ω
東
部
度
支
院
ω
度
支
山
南
東
道
巡
院
倒
江
陵
度
支
院
ω
度
支
山
南
西
道
分
巡
院
倒
剣
南
東
川
院
帥
判
度
支
剣
南
西
川
院
制
度
支
河
中
院
州
開
霊
州
分
巡
院
山
南
東
道
荊湖嶺東山
南
東
道
荊山
南
西
道
剣
南
東
川
剣
南
西
川
河霊
武
(
朔
方
〉 南
(
文
苑
英
華
巻
四
一
0
・
中
南
勅
e
a
-
-
前
知
塩
鉄
転
運
山
南
東
道
院
事
・
殴
中
侍
御
史
周
放
等
、
云
々
、
書
制
措
=
二
・
一
克
明
桝
撰
「
援
繭
睦
鳳
州
周
較
論
州
刺
史
制
」
)
塩
鉄
転
運
東
都
院
の
項
参
照
i
・
叉
守
湘
門
原
注
・
湘
一
本
作
湖
)
南
塩
鉄
転
運
院
、
以
能
遷
宮
、
移
嶺
南
、
益
積
功
労
、
生
集
巻
一
O
「
故
制
南
塩
鉄
院
李
侍
御
〔
李
静
)
基
誌
」
)
〔
元
和
〕
三
年
五
月
、
塩
鉄
使
卒
奨
上
言
、
得
湖
南
院
申
、
云
々
、
ハ
由
回
会
要
巻
八
九
・
泉
貨
)
右
項
参
照
密
造
作
相
(
鞘
町
-
一
Y
改
品
皮
支
之
務
、
令
〔
袈
〕
延
附
知
東
部
度
支
院
、
(
旧
唐
書
巻
一
一
一
一
五
・
裂
延
齢
伝
〉
《
由
。
鄭
浪
、
徳
宗
時
、
為
度
支
山
南
東
遊
巡
院
、
真
元
四
年
九
且
、
坐
乾
没
財
物
、
一
宮
々
、
(
冊
府
元
亀
巻
五
一
一
・
邦
計
部
・
貧
汚
門
)
〔
貞
一
耳
元
年
夏
四
月
己
卯
〕
江
陵
皮
支
院
失
火
、
焼
租
賦
銭
山
田
百
余
万
、
云
々
、
ハ
旧
唐
書
巻
二
一
・
本
紀
)
一
冗
和
四
年
六
月
劫
、
-
i・
度
支
山
南
西
道
分
巡
院
官
、
民
兼
充
剣
南
東
西
川
・
山
南
西
道
両
税
使
、
(
唐
会
要
巻
八
四
・
両
税
使
)
斡
州
有
井
四
十
て
成
州
・
相
川
州
井
各
一
、
泉
・
閲
・
閥
・
通
井
百
二
十
三
、
山
南
西
院
領
之
、
叩
・
眉
・
嘉
有
井
十
三
、
剣
南
西
川
院
償
之
、
梓
・
遂
・
間
・
合
・
昌
・
漁
・
泊
・
資
・
栄
・
陵
・
簡
有
井
四
百
六
十
、
剣
南
東
川
院
領
之
、
皆
随
且
督
謀
、
(
新
唐
寄
巻
五
回
・
企
貨
志
・
塩
法
の
項
〉
知
度
支
西
川
院
事
・
承
翠
郎
・
殴
中
侍
御
史
・
内
供
事
・
賜
緋
魚
袋
張
植
、
(
八
寝
室
金
石
補
正
巻
六
八
「
諸
葛
武
侯
澗
堂
砕
・
碑
陰
記
」
)
及
び
右
頃
参
照
専
知
度
支
河
中
院
・
朝
散
大
夫
・
検
校
尚
喜
職
方
郎
中
・
煎
侍
御
史
・
上
柱
〔
国
〕
・
賜
緋
魚
袋
漏
興
、
(
金
石
稽
編
巻
一
o
=
一
「
霊
民
公
神
堂
碑
陰
記
」
〉
大
中
四
年
三
月
、
因
収
復
河
閥
、
勅
令
度
支
収
管
其
塩
、
何
差
霊
州
分
巡
院
官
、
専
勾
当
、
巻
八
八
・
塩
鉄
使
・
温
池
条
〉
南殻南中
以
下
‘
表
に
即
し
て
問
題
の
あ
る
も
の
に
若
干
の
説
明
を
加
え
て
み
る
。
@
 
ω市
橋
院
洞
橋
(
京
兆
府
高
陵
県
内
に
在
り
)
は
長
安
北
を
流
れ
る
淘
水
に
架
か
る
東
洞
橋
の
こ
と
で
、
(
唐
会
要
(
柳
先
唐
後
半
期
に
於
け
る
度
支
使
・
塩
鉄
転
運
使
系
巡
院
の
設
置
に
つ
い
て
九
こ
こ
に
東
澗
橋
倉
ハ
洞
橋
念
が
設
置
さ
ハ
高
橋
) 
。
@
 
れ
て
お
り
、
江
准
か
ら
京
師
長
安
へ
の
潜
速
の
終
点
と
し
て
重
要
な
所
で
あ
っ
た
。
滑
橋
院
は
こ
の
東
洞
橋
付
近
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
う
。ω転
運
永
堂
院
唐
後
半
期
、
①
盛
州
都
防
禦
使
盛
州
管
内
、
②
江
南
西
道
信
州
管
内
、
①
桂
管
経
略
使
桂
州
管
内
、
に
そ
れ
ぞ
れ
永
盛
県
が
あ
っ
た
。
し
か
し
①
は
中
国
西
北
辺
境
に
あ
っ
て
、
塩
鉄
転
運
使
管
轄
外
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
転
速
院
が
置
か
れ
た
管
は
な
い
。
②
の
永
堂
県
@
 
は
乾
元
元
年
Q
g
u
か
ら
一
苅
和
七
年
(
曲
同
国
〉
の
問
、
置
か
れ
た
。
と
こ
ろ
で
転
運
永
盛
院
の
典
拠
で
あ
る
由
居
易
の
「
岬
書
制
詰
」
は
白
居
易
が
元
和
十
五
年
(
認
。
〉
十
二
月
、
主
客
郎
中
・
知
制
諸
に
就
任
以
後
、
長
慶
二
年
(
∞
N
N〉
七
月
、
杭
州
刺
史
に
転
任
す
る
ま
で
の
間
に
脅
か
れ
@
 
た
も
の
で
あ
る
う
か
ら
、
②
に
置
か
れ
た
転
逮
院
で
は
な
か
ろ
う
。
①
は
長
康
三
年
、
農
水
県
と
改
名
さ
れ
た
。
未
だ
長
鹿
年
間
以
後
の
転
運
永
堂
院
の
記
事
を
検
索
し
得
て
い
な
い
か
ら
、
そ
の
意
味
で
①
に
転
運
院
が
置
か
れ
た
可
能
性
が
皆
無
で
は
な
い
が
、
中
国
南
方
辺
境
の
、
し
か
も
州
治
で
は
な
い
①
に
転
運
院
が
設
置
さ
れ
る
強
い
理
由
は
今
の
所
見
出
せ
な
い
。
そ
れ
よ
り
は
、
階
以
来
、
網
目
水
が
賀
河
へ
流
入
す
る
湘
@
 
河
口
に
設
け
ら
れ
て
い
た
永
堂
倉
付
近
に
、
永
堂
院
は
設
怪
さ
れ
て
い
た
と
考
え
た
方
が
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
永
堂
倉
乃
至
相
同
門
河
〕
@
 
口
は
、
有
名
な
裂
耀
卿
・
劉
長
の
転
般
法
に
於
い
て
も
沼
運
上
の
拠
点
で
あ
っ
て
、
と
れ
は
劉
長
以
後
も
変
わ
り
な
か
っ
た
ろ
う
か
ら
、
今
は
暫
く
こ
の
様
に
考
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
川
明
塩
鉄
転
運
河
陰
院
河
陰
県
は
周
知
の
如
く
寅
河
と
作
河
の
合
流
地
点
に
設
け
ら
れ
た
澗
迩
の
要
街
で
あ
り
、
創
置
さ
れ
た
開
元
二
十
二
年
令
官
〉
以
来
、
河
南
府
の
属
県
で
あ
っ
た
が
、
会
昌
三
年
(
置
帥
〉
孟
州
新
設
と
共
に
孟
州
の
属
県
と
な
h
川
、
同
年
、
孟
州
は
河
陽
節
度
使
の
会
府
と
な
っ
問
。
州
W
鄭
滑
院
川
明
宋
州
院
と
の
こ
つ
に
問
題
は
な
い
が
、
旧
唐
毒
性
占
本
紀
に
「
宋
滑
院
」
の
名
称
が
見
え
る
。
即
ち
会
昌
四
年
六
月
、
池
州
刺
史
に
反
さ
れ
た
控
洪
が
、
同
月
民
間
丑
、
更
に
恩
州
司
馬
員
外
置
に
反
さ
れ
、
そ
の
理
由
と
し
て
@
 
以
〔
桂
〕
洪
領
塩
鉄
時
、
欠
宋
滑
院
塩
鉄
〔
銭
〕
九
十
万
賞
、
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
様
洪
が
塩
鉄
〔
転
運
〕
使
就
任
時
(
開
成
四
年
ハ
呂
田
)
瓦
か
ら
会
昌
三
年
二
月
の
間
甲
門
塩
鉄
〕
宋
滑
院
が
存
在
し
た
か
の
様
で
あ
る
が
、
し
か
し
太
平
広
記
功
子
報
応
類
「
章
判
官
」
制
時
に
唐
博
陵
雀
応
任
扶
溝
令
、
:
・
・
:
円
山
宮
〕
応
聞
准
南
社
相
様
方
求
政
理
、
偶
兵
書
啓
、
兼
録
為
県
議
績
、
馳
使
揚
州
、
・
:
:
・
時
相
国
都
替
維
揚
兼
判
塩
鉄
、
実
門
佳
〕
応
知
鄭
滑
降
事
、
云
々
、
と
あ
っ
て
、
港
南
節
度
佼
兼
塩
鉄
円
転
運
〕
使
杜
椋
が
話
の
主
人
公
の
雀
応
を
知
鄭
滑
院
事
に
採
用
し
て
い
る
3
こ
の
小
説
自
体
は
伝
奇
的
な
も
の
で
そ
の
ま
ま
信
用
で
き
な
い
に
し
て
も
、
話
の
舞
台
設
定
は
現
実
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
き
て
杜
憶
が
こ
の
職
に
在
っ
た
の
は
会
昌
三
年
。
乃
至
四
年
の
時
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
話
は
右
の
雀
洪
の
事
件
と
略
々
時
間
的
に
連
続
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
こ
の
間
に
宋
滑
院
と
節
滑
院
が
並
存
し
た
筈
は
な
く
、
ま
た
宋
滑
院
が
鄭
滑
院
に
編
成
替
え
さ
れ
た
可
能
性
も
少
な
い
3
従
っ
て
「
宋
滑
院
」
は
「
鄭
滑
院
」
の
誤
り
か
、
或
い
は
「
宋
州
院
と
郷
滑
院
(
乃
至
滑
州
民
)
」
の
意
味
か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
「
宋
滑
院
」
と
い
う
単
独
の
巡
院
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ω塩
鉄
楠
橋
院
桶
橋
は
徐
州
符
離
県
に
あ
り
、
作
河
漕
遼
路
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
一
万
和
四
年
(
g
3
、
こ
こ
に
宿
州
が
新
設
さ
れ
武
寧
軍
節
@
 
度
・
徐
相
聞
協
陣
等
州
観
察
使
の
巡
属
と
な
っ
た
が
、
長
援
元
年
2
N
H
)
、
廃
州
さ
れ
旧
に
復
し
た
。
し
か
し
太
和
七
年
Q
a
)、
再
び
楠
橋
に
宿
@
 
州
が
置
か
れ
、
前
と
同
様
、
武
寧
の
巡
腐
と
な
っ
た
。
そ
し
て
宿
州
復
置
と
共
に
東
都
混
鉄
院
官
呉
季
真
が
宿
州
刺
史
に
任
命
さ
れ
た
伊
、
日
@
 
野
開
=
一
郎
氏
も
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
宿
州
設
置
は
巡
院
が
置
か
れ
て
い
た
楠
橋
の
重
要
性
と
関
連
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
。
き
れ
ば
こ
そ
塩
鉄
院
官
が
宿
州
刺
史
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ω抽
出
口
院
港
口
も
漕
逮
路
線
上
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
唐
末
の
記
事
で
は
あ
る
が
、
成
過
九
年
(
申
白
血
)
七
月
、
桂
州
で
叛
乱
を
起
し
た
徐
州
の
鹿
効
が
北
上
し
て
澗
州
を
窺
ぃ
、
こ
の
泊
州
攻
防
が
戦
局
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
時
の
こ
と
と
し
て
、
資
治
適
鑑
時
一
一
成
過
九
年
十
一
月
己
未
条
に
先
是
、
帝
狐
綱
泣
李
湖
将
兵
数
千
救
一
山
州
、
与
郭
厚
本
実
公
升
合
兵
屯
都
梁
城
、
岡
閥
的
糊
酬
明
詩
情
貯
与
酒
州
隔
准
相
望
、
:
:
十
二
且
甲
子
、
李
淵
等
引
兵
出
戦
、
大
敗
、
賊
遂
陥
都
梁
城
、
執
湘
及
郭
厚
本
送
徐
州
、
拠
池
口
、
叩
刊
日
〈
准
漕
駅
路
絶
、
制
割
問
削
四
日
八
ム
と
あ
る
。
胡
三
省
に
よ
れ
ば
池
口
は
澗
水
が
治
水
に
流
入
す
る
所
で
あ
る
と
い
う
が
、
正
確
に
は
そ
の
地
点
を
判
定
し
か
ね
る
。
し
か
し
明
ら
か
に
泊
州
南
方
に
於
け
る
交
戦
で
抽
出
口
が
奴
乱
軍
に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
漕
駅
路
が
断
絶
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
准
口
は
泊
州
・
楚
州
問
を
結
ぶ
漕
運
路
(
恐
ら
く
は
准
水
〉
上
に
位
置
す
る
糟
涯
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
抽
出
口
が
准
南
に
属
す
る
か
、
武
寧
に
属
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
@
唐
後
半
期
に
於
け
る
度
支
使
・
塩
鉄
転
辺
使
系
巡
院
由
設
置
に
つ
い
て
円
高
橋、J
@
 
州
制
塩
鉄
転
運
揚
子
院
揚
子
は
揚
州
の
属
県
で
、
揚
州
郭
下
江
都
県
の
南
十
数
旦
の
所
に
あ
り
、
周
知
の
如
く
南
方
消
涯
と
河
陰
方
面
へ
の
糟
@
 
還
を
結
ぶ
最
重
要
地
点
で
あ
っ
た
。
な
お
揚
子
院
が
江
准
院
と
も
称
さ
れ
る
の
は
、
揚
子
院
が
江
准
地
方
の
中
心
的
巡
院
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。ω白
沙
院
山
内
拠
に
掲
げ
た
唐
会
要
の
記
事
は
、
一
応
次
の
二
通
り
に
解
釈
で
き
よ
う
。
〔
a
〕
揚
州
と
由
沙
の
各
々
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
ヶ
所
の
納
権
場
を
旧
例
に
依
り
〔
巡
〕
院
と
為
す
。
〔b
u
揚
州
管
下
の
白
沙
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
ヶ
所
の
納
機
場
を
旧
例
に
依
り
〔
巡
〕
院
と
為
す
。
〔
a
〕
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
揚
州
と
白
沙
に
巡
院
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
白
沙
に
つ
い
て
「
中
国
古
今
地
名
大
辞
典
」
(
醐
醐
珊
)
を
見
る
と
、
唐
五
代
に
存
し
た
白
沙
の
地
名
は
三
・
四
に
止
ま
ら
な
い
が
、
県
以
上
の
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。
揚
州
に
つ
い
て
は
、
江
都
県
以
下
七
県
を
含
む
州
予
、
裂
の
意
味
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
議
事
す
と
す
れ
ば
、
広
大
な
揚
州
と
小
規
模
な
白
沙
を
並
列
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
従
っ
て
〔
a
〕
の
解
釈
を
と
る
と
、
揚
州
治
・
由
沙
に
巡
院
が
置
か
れ
た
と
な
ろ
う
。
し
か
し
長
鹿
年
間
以
後
、
唐
代
史
料
か
ら
揚
州
院
の
名
称
は
三
・
四
検
索
で
き
る
が
、
揚
子
院
と
混
同
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
哀
の
揚
州
院
は
未
だ
確
定
で
き
な
い
。
困
み
に
こ
こ
で
言
う
揚
州
院
が
揚
子
院
を
指
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
前
項
で
述
べ
様
に
重
要
な
位
置
に
あ
る
揚
子
院
が
、
一
噌
的
で
あ
れ
納
椎
場
に
編
成
替
え
さ
れ
る
可
能
性
が
無
い
こ
と
に
よ
り
、
明
白
で
あ
ろ
う
。
一
方
〔
b
〕
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
揚
州
揚
子
県
白
沙
に
巡
院
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
白
沙
〔
叙
〕
は
、
五
代
の
時
、
准
南
呉
王
楊
一
叫
が
迎
撃
鎮
と
改
名
し
、
更
に
宋
乾
徳
二
年
(
回
目
&
に
は
建
安
寧
に
、
犬
中
祥
符
耽
年
Q
2
3
に
は
真
州
へ
と
昇
格
し
て
い
っ
た
発
展
途
上
の
町
で
あ
り
、
そ
の
位
置
は
「
束
至
揚
州
六
十
唱
、
南
臨
大
江
、
」
と
言
わ
れ
る
か
ら
、
白
沙
は
長
江
北
岸
に
函
し
、
長
江
か
ら
入
っ
て
揚
州
へ
通
ず
る
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
唐
末
に
は
白
沙
@
 
鎮
と
共
に
白
沙
場
が
存
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
、
唐
後
半
期
、
揚
子
県
白
沙
は
寧
事
的
・
経
済
的
に
重
要
性
を
増
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
〔
b
〕
に
よ
れ
ば
、
白
沙
に
ニ
ケ
所
の
納
推
場
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
な
る
点
は
、
現
実
的
に
考
え
て
解
釈
上
の
難
点
に
な
る
が
、
〔
a
u
〔b
〕
い
ず
れ
の
解
釈
を
と
る
に
せ
よ
、
由
沙
に
巡
院
が
置
か
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
こ
の
白
沙
は
〔
a
〕
の
場
合
も
、
唐
後
半
期
、
発
展
途
上
の
長
江
北
岸
の
揚
子
県
西
沙
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
は
こ
の
様
に
考
え
て
お
き
、
〔
a
〕
の
解
釈
を
と
っ
た
場
合
の
揚
州
巡
院
に
つ
い
て
は
な
お
後
考
に
侠
つ
こ
と
に
す
る
。
同
判
如
皐
院
E
れ
は
典
拠
に
掲
げ
た
様
に
、
入
唐
日
本
僧
円
仁
の
記
録
・
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
4
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
書
問
巻
翌
日
の
開
成
三
年
ハ
白
血
)
七
月
廿
一
日
条
に
、
運
河
を
船
で
加
阜
鎮
よ
り
揚
州
海
陵
県
治
へ
向
う
途
中
、
見
か
け
た
情
景
と
し
て
塩
官
船
積
撮
、
或
三
・
回
船
、
或
四
・
五
船
、
鎚
結
続
編
、
不
絶
数
十
皇
、
相
随
而
行
、
乍
見
難
記
、
甚
為
大
奇
、
と
述
べ
て
お
り
、
と
の
付
近
に
製
塩
揚
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
が
、
太
平
餐
字
記
一
宮
准
南
道
・
泰
州
・
如
阜
県
に
唐
太
和
五
年
、
祈
海
陵
之
五
郷
置
如
皐
場
、
属
揚
州
、
と
あ
っ
て
、
太
和
五
年
Q
U
O
如
皐
場
が
置
か
れ
た
こ
と
が
判
る
。
即
ち
如
皐
院
は
こ
の
如
皐
場
に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
う
。
帥
脚
塩
鉄
置
寿
院
座
州
・
寿
州
は
輿
元
元
年
(
吋
宮
〉
か
ら
貞
一
冗
四
年
Q
g
u
ま
で
液
寿
盛
一
一
一
州
都
回
線
観
察
使
が
置
か
れ
て
い
た
時
は
治
南
節
度
使
の
管
轄
外
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
は
寿
州
回
線
使
(
貞
元
四
年
設
程
。
一
時
変
更
あ
り
。
〉
、
街
底
斡
和
四
州
都
団
線
使
(
貞
元
十
六
年
設
置
)
@
 
が
置
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
准
南
節
度
伎
に
殺
属
し
て
い
た
。
刷
所
西
院
と
同
阿
蘇
州
塩
鉄
院
落
道
名
の
付
さ
れ
た
巡
院
と
同
じ
務
道
内
の
州
名
の
付
さ
れ
た
巡
院
は
、
こ
の
例
だ
け
で
は
な
く
、
倒
と
帥
刷
、
例
と
M
刷
、
倒
と
側
、
等
が
あ
る
。
と
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
同
一
巡
院
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
別
の
巡
院
で
あ
る
か
は
、
今
の
所
不
明
で
あ
る
の
で
、
各
々
並
記
し
て
お
く
。
中
に
は
或
い
は
実
質
的
に
同
一
巡
院
の
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
@
帥
判
南
陵
院
帥
脚
塩
鉄
信
州
院
南
陵
県
は
宣
州
の
属
県
で
、
県
内
に
梅
根
監
・
宛
陵
監
の
二
鋳
銭
監
が
あ
り
、
ま
た
塩
鉄
信
州
院
は
白
か
ら
銀
命
m
w
m
u
の
精
錬
を
行
っ
て
い
た
様
で
も
あ
る
が
、
信
州
に
は
玉
山
〔
鋳
銭
〕
監
が
あ
っ
た
。
以
上
塩
鉄
転
運
使
系
統
の
藩
道
名
の
付
い
て
い
な
い
巡
院
を
中
心
と
し
て
、
設
置
点
及
び
そ
の
設
置
点
の
有
す
る
財
政
上
の
背
景
等
を
若
干
説
明
し
て
み
た
が
、
判
然
と
し
な
い
も
の
も
残
る
も
の
の
、
塩
鉄
転
運
使
系
巡
院
の
多
く
が
塩
鉄
・
漕
運
乃
至
交
通
関
係
の
要
衝
に
、
或
い
は
上
都
・
京
都
・
蘇
州
・
江
陵
等
大
都
市
に
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
度
支
巡
院
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
ω
t
M刷
は
塩
鉄
転
運
使
管
轄
下
の
東
南
部
に
設
置
さ
れ
た
度
支
巡
院
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
典
拠
に
よ
っ
て
分
明
の
通
り
、
貞
元
年
関
初
期
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
第
一
節
に
前
述
の
如
く
貞
一
元
八
年
Q
由
N
)
四
月
の
度
支
使
班
宏
と
塩
鉄
転
運
使
張
時
間
の
財
政
分
掌
に
伴
っ
て
、
こ
れ
ら
東
南
部
の
度
支
巡
院
は
廃
止
乃
至
塩
鉄
転
述
使
に
転
属
し
た
筈
で
あ
る
。
し
か
る
に
こ
れ
以
後
九
東
南
部
諸
道
に
度
支
巡
院
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
唐
会
要
地
入
塩
鉄
に
唐
後
半
期
に
於
け
る
度
支
使
・
塩
鉄
転
運
使
系
巡
院
由
設
置
に
つ
い
て
( 
高
橋、J
四
大
和
二
年
七
月
勅
、
組
関
以
東
度
支
分
巡
説
、
宜
併
入
塩
鉄
江
准
・
河
陰
留
後
院
、
と
あ
っ
て
、
太
和
二
年
(
∞
白
血
)
七
月
、
当
時
溜
関
以
来
の
東
南
部
に
度
支
分
巡
院
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
塩
鉄
江
准
(
揚
h
u
・
河
陰
留
後
院
に
併
入
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
。
し
か
し
更
に
掛
川
文
築
地
一
「
房
次
玄
除
検
校
員
外
郎
充
度
支
霊
塩
供
軍
使
等
制
」
に
、
勅
前
知
度
支
河
南
院
事
・
朝
散
大
夫
・
試
太
子
司
議
郎
・
兼
侍
御
史
・
上
柱
国
・
賜
緋
魚
袋
一
一
房
次
玄
等
、
云
々
、
と
あ
る
に
よ
れ
州
、
知
度
支
河
南
院
事
房
次
玄
が
改
任
さ
れ
て
い
る
。
と
の
杜
牧
の
制
措
は
大
中
主
年
(
目
。
か
ら
同
七
年
に
か
け
て
脅
か
れ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
当
時
ま
た
度
支
巡
院
が
東
南
部
に
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
様
に
太
和
・
大
中
年
聞
に
東
南
部
地
域
に
度
支
巡
院
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
訳
で
、
と
の
点
か
ら
当
時
、
度
支
使
が
東
南
部
諸
道
の
財
政
支
配
に
進
出
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
指
摘
し
て
お
く
に
止
め
た
い
。
さ
て
史
料
で
は
そ
の
固
有
の
巡
院
名
を
確
認
で
き
な
い
が
、
間
接
的
に
、
北
部
諸
道
に
も
度
支
巡
院
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
即
ち
唐
陵
宜
公
築
地
一
中
書
奏
議
ニ
「
請
減
京
東
水
逮
収
脚
価
於
縁
辺
州
鋲
儲
蓄
草
糧
事
宜
状
」
の
前
半
部
で
、
陸
授
は
吐
者
等
の
侵
入
を
阻
止
す
べ
く
中
国
西
北
辺
地
帯
の
寧
事
的
・
経
済
的
強
化
の
必
要
性
を
論
じ
、
そ
し
て
当
該
地
方
の
財
政
状
態
に
つ
い
て
度
支
物
佑
転
高
、
草
郡
殺
価
転
賞
、
i
i
度
支
H
苧
荷
笹
術
賞
治
功
利
、
而
不
察
辺
食
之
盈
慮
、
軍
司
以
所
得
加
侃
為
羨
余
、
而
不
協
農
人
之
勤
昔
、
脱
殻
巡
院
使
相
監
臨
、
既
失
綱
条
、
転
成
誕
葉
、
至
有
空
申
簿
帳
、
偽
指
困
倉
、
計
其
数
則
億
万
有
余
、
考
共
突
則
百
十
不
足
、
巡
院
巧
樫
於
会
府
、
会
府
承
詐
以
上
問
、
云
々
、
と
あ
り
、
高
物
価
と
度
支
・
軍
司
の
利
益
追
求
が
弊
害
と
な
っ
て
お
り
、
か
か
る
事
態
を
監
督
す
べ
き
巡
院
も
本
来
の
任
務
を
果
し
て
い
な
い
状
況
を
述
べ
て
い
る
。
巡
院
の
任
務
に
つ
い
て
は
暫
く
措
き
、
こ
れ
に
よ
り
西
北
辺
地
帯
に
巡
院
が
設
け
ら
れ
、
し
か
も
「
巡
院
巧
諮
於
会
府
、
」
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
落
道
単
位
に
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
更
に
陸
殺
は
こ
の
よ
奏
の
後
半
部
で
、
江
治
か
ら
の
漕
運
量
を
減
額
し
、
そ
の
減
額
し
た
分
の
米
を
江
准
で
売
却
し
、
そ
の
売
上
金
と
漕
運
減
額
分
の
漕
運
費
と
で
以
て
京
兆
・
辺
鎮
で
和
総
す
る
策
を
述
べ
た
後
，，' 
匡
己
令
度
支
巡
院
、
勘
問
諸
寧
州
米
来
時
価
、
兼
与
当
管
長
支
荷
量
、
令
計
見
盤
之
回
、
約
定
所
紹
之
数
、
得
鳳
朔
・
怪
聞
-m寧
鹿
・
郎
坊
・
丹
延
・
夏
綬
銀
・
霊
塩
・
振
武
等
道
・
良
原
・
長
武
・
平
涼
等
放
報
、
云
々
、
と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
諸
道
が
辺
鎮
和
線
の
対
象
地
域
で
あ
り
、
陸
賛
は
度
交
巡
院
に
命
じ
て
当
該
地
方
の
米
莱
時
価
を
調
査
し
、
地
方
長
官
と
協
議
の
上
、
窪
田
数
を
計
り
和
組
量
を
約
定
せ
し
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
前
述
の
巡
院
が
設
け
ら
れ
て
い
た
西
北
辺
地
域
と
は
こ
れ
ら
の
諸
道
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
前
述
の
巡
院
は
度
支
巡
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
も
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
資
治
通
鑑
一
世
一
で
は
こ
の
陸
曲
目
の
上
奏
を
貞
一
苅
八
年
八
月
条
に
繋
け
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
既
に
度
支
巡
院
が
西
北
辺
諸
道
に
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
史
料
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
河
東
道
や
、
更
に
旧
河
北
道
の
恭
服
務
道
に
も
、
度
支
巡
院
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と
想
定
し
て
も
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
再
び
眼
を
塩
鉄
転
逮
使
管
陪
下
の
東
南
部
に
転
ず
れ
ば
、
東
南
部
に
於
い
て
も
、
間
接
的
な
巡
院
設
置
の
記
事
を
見
出
す
。
唐
会
要
地
入
塩
鉄
・
長
厳
二
年
(
∞
回
目
)
五
月
の
勅
文
に
次
の
様
に
あ
る
。
・
:
如
閥
、
消
背
・
克
・
都
三
道
、
往
年
賜
塩
側
銭
、
近
収
七
十
万
賀
、
軍
資
給
制
問
、
優
陪
有
余
、
自
塩
鉄
使
収
管
巴
来
、
軍
府
頓
絶
其
利
、
'
・
・
其
塩
鉄
使
、
先
手
刷
出
背
・
克
・
抑
等
道
管
内
、
置
小
錦
開
制
塩
、
及
巡
院
納
械
、
起
長
底
二
年
五
月
一
日
以
後
、
一
切
並
停
、
云
々
、
即
ち
別
個
育
・
売
・
輔
の
各
道
管
内
で
巡
院
が
塩
専
売
税
の
収
納
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
巡
院
は
文
意
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
塩
鉄
〔
転
運
〕
使
管
下
の
巡
院
で
あ
る
。
因
み
に
、
こ
れ
ら
三
道
は
も
と
消
菅
平
虚
寧
節
度
使
一
道
で
あ
っ
た
が
、
憲
宗
の
強
務
討
伐
に
よ
っ
て
一
元
和
十
四
年
Q
S〉
一
一
月
に
平
定
さ
れ
、
そ
の
広
大
な
領
域
は
勢
方
削
減
の
た
め
三
道
に
分
割
さ
れ
た
も
の
で
あ
川
、
こ
れ
に
伴
っ
て
こ
の
地
域
に
も
全
面
的
に
塩
専
売
制
が
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
針
。
こ
の
様
に
か
つ
て
の
世
襲
務
鎖
に
も
巡
院
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
今
の
所
史
料
に
見
出
せ
な
い
都
岳
・
阪
許
(
忠
武
V
等
道
に
は
、
必
ず
や
巡
院
が
設
け
ら
れ
て
い
た
に
相
速
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
表
に
基
づ
い
て
塩
鉄
転
運
使
・
度
支
使
下
の
巡
院
設
置
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
申
す
ま
で
も
な
く
、
表
に
掲
げ
た
巡
院
名
以
外
に
も
筆
者
の
見
落
し
た
も
の
、
或
い
は
史
料
に
残
ら
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
由
沙
院
の
例
か
ら
推
測
さ
れ
る
様
に
、
こ
れ
ら
の
巡
院
が
総
て
唐
後
半
期
に
一
貫
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
中
に
は
廃
止
さ
れ
た
り
、
後
に
新
た
に
置
か
れ
た
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
滋
々
述
べ
来
っ
た
所
に
よ
り
、
唐
朝
の
勢
力
の
及
ぶ
殆
ど
総
て
の
務
道
に
、
こ
れ
ら
中
央
財
政
使
職
下
の
巡
院
が
設
置
さ
れ
て
い
た
大
勢
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
岡
山
わ
れ
弘
。
唐
後
半
期
一
に
於
け
る
度
支
使
・
塩
鉄
転
運
使
系
巡
院
白
設
置
に
つ
い
て
(高
橋、J
五
-ー
ノ、
塩
鉄
転
運
使
系
巡
院
と
留
後
と
れ
ま
で
説
明
な
し
に
一
括
し
て
毎
鉄
転
速
使
系
巡
院
と
分
類
し
て
き
た
が
、
表
に
掲
げ
た
巡
院
名
の
中
に
、
塩
鉄
某
院
乃
至
転
運
某
院
と
一
見
え
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
、
塩
鉄
莱
院
は
塩
欽
使
下
の
巡
院
で
塩
鉄
関
係
の
み
を
そ
の
財
政
業
務
と
し
て
い
た
、
と
は
断
定
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
元
氏
長
慶
築
地
図
制
詰
「
援
李
立
則
検
校
庭
部
員
外
郎
知
塩
鉄
東
都
留
後
制
」
に
勅
李
立
則
、
固
有
務
局
之
収
、
回
転
速
使
、
毎
歳
伝
賃
貸
賄
於
京
師
、
其
大
部
要
邑
之
中
、
則
委
吏
以
専
留
事
、
湿
洛
之
閥
、
蓋
英
一
也
、
と
あ
っ
て
、
制
詰
の
題
に
は
「
塩
鉄
東
都
留
後
」
と
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
勅
文
で
は
転
運
業
務
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
塩
鉄
東
都
留
後
」
の
正
式
の
職
名
は
表
の
典
拠
か
ら
も
分
明
の
，
如
く
「
塩
鉄
転
運
東
都
留
後
」
で
あ
り
、
そ
の
巡
院
名
は
「
塩
鉄
転
速
東
都
院
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
准
口
院
は
、
そ
の
典
拠
「
准
南
部
梁
山
倉
記
」
に
よ
る
と
J
P
塩
鉄
官
李
稼
が
知
院
官
と
な
っ
て
い
る
故
、
塩
鉄
治
口
院
と
も
想
定
で
き
る
が
、
知
准
口
院
官
李
稼
は
明
ら
か
に
消
運
業
務
に
関
与
し
て
い
る
。
更
に
史
料
に
頒
出
す
る
河
陰
院
・
揚
子
院
・
江
陵
院
等
は
、
塩
鉄
某
院
と
書
か
れ
て
い
る
例
が
多
く
、
塩
鉄
転
運
某
院
と
著
さ
れ
て
い
る
例
は
む
し
ろ
極
め
て
少
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
「
塩
鉄
来
院
」
と
あ
る
か
ら
塩
鉄
使
下
の
巡
院
で
あ
る
と
は
直
ち
に
断
定
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
「
塩
鉄
某
院
」
の
多
く
は
、
正
式
名
称
と
し
て
は
「
塩
鉄
転
運
h
u
v
 
某
院
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
ゥ
て
、
塩
鉄
関
係
の
み
或
い
は
転
運
関
係
の
み
を
財
政
業
務
と
す
る
巡
院
が
な
か
っ
た
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
転
運
永
盛
院
や
如
皐
院
等
は
か
か
る
巡
院
に
相
当
す
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
ま
た
塩
鉄
関
係
乃
至
転
連
関
係
の
い
ず
れ
か
を
主
た
る
財
政
業
務
と
す
る
巡
院
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
唐
後
半
期
、
塩
鉄
使
と
転
速
使
は
結
合
し
て
塩
鉄
転
運
使
と
な
っ
・
た
か
ら
、
そ
の
出
先
機
関
で
あ
る
巡
院
は
、
総
体
的
に
混
鉄
転
運
使
系
巡
院
と
称
し
て
差
支
え
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
最
後
に
留
後
に
つ
い
て
述
べ
る
。
東
南
部
諸
道
の
混
愉
転
運
使
系
山
地
院
の
中
で
、
@
特
に
重
要
J
地
点
に
設
唱
さ
れ
た
巡
備
に
は
留
後
が
置
か
れ
、
留
後
院
と
も
呼
ば
れ
た
。
そ
の
例
と
し
て
上
都
留
後
・
東
部
留
後
・
河
陰
留
後
・
揚
子
留
後
・
江
陵
留
後
・
嶺
南
留
後
の
六
例
が
あ
る
が
、
上
都
留
後
は
塩
鉄
転
逮
使
が
観
察
使
等
を
兼
職
し
て
地
方
に
出
た
時
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
嶺
南
留
後
は
大
中
年
聞
の
文
献
に
僅
か
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
京
都
留
後
・
江
陵
留
後
は
、
冊
府
元
亀
山
崎
剖
邦
計
部
・
総
序
門
に
〔
長
距
〕
四
年
詔
、
東
都
・
江
陵
塩
鉄
転
速
留
後
、
並
改
為
知
院
官
、
と
あ
る
様
に
、
長
慶
四
年
(
S
A
C
に
留
後
が
廃
さ
れ
、
一
般
巡
院
と
同
様
、
知
院
官
と
な
っ
た
。
従
っ
て
長
慶
四
年
ま
で
略
ぽ
恒
常
的
に
留
後
が
置
か
れ
て
い
た
の
は
、
東
都
・
河
陰
・
揚
子
・
江
陵
各
院
の
四
所
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
巡
院
は
各
々
、
地
方
大
都
市
を
控
え
或
い
は
漕
運
等
@
 
の
霊
前
宮
地
点
で
あ
っ
た
た
め
に
、
留
後
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
ま
た
付
近
巡
院
の
中
心
的
位
置
を
も
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
は
り
。
一
方
、
度
支
巡
院
に
は
留
後
が
置
か
れ
た
形
跡
は
見
当
ら
な
い
が
、
山
南
西
道
分
巡
院
が
西
部
地
域
の
中
心
的
巡
院
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
か
。
か
か
る
留
後
の
例
に
よ
り
、
全
国
的
に
設
置
さ
れ
た
巡
院
、
就
中
塩
鉄
転
運
使
系
巡
院
は
全
て
が
同
等
の
地
位
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
設
置
点
の
財
政
的
・
政
治
的
重
要
性
に
応
じ
て
、
上
級
・
下
級
の
差
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
で
き
る
の
で
あ
り
、
更
に
想
像
を
謹
し
く
す
れ
ば
、
塩
鉄
転
運
使
|
↓
留
後
院
i
↓
藩
道
の
中
心
的
巡
院
|
↓
そ
れ
以
下
の
巡
院
、
と
い
う
指
揮
命
令
系
統
が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
己
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
な
お
検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
わ
り
t己
以
上
述
べ
た
所
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
〈
で
あ
る
。
安
史
の
乱
後
、
王
朝
財
政
の
中
枢
機
関
に
成
長
し
た
度
支
使
・
塩
鉄
転
運
使
等
財
政
使
職
変
改
の
試
み
が
、
建
中
・
貞
元
初
め
、
楊
炎
・
雀
造
に
よ
っ
て
相
次
い
で
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
失
敗
に
終
っ
た
が
、
こ
れ
ら
財
政
使
職
の
機
能
の
基
礎
は
、
そ
の
地
方
出
先
機
関
で
あ
る
巡
院
組
織
網
に
あ
っ
た
。
こ
の
巡
院
組
織
は
貞
一
元
八
年
八
月
、
再
々
度
の
度
支
使
と
塩
鉄
転
運
使
に
よ
る
東
西
分
掌
制
確
立
に
伴
い
、
西
北
部
に
度
支
巡
院
、
東
南
部
に
塩
鉄
転
運
使
系
巡
院
と
区
別
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
以
後
の
史
料
に
よ
っ
て
、
唐
後
半
期
、
唐
朝
の
勢
力
の
及
ぶ
殆
ど
総
て
の
落
道
に
巡
院
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
、
更
に
重
要
地
点
の
塩
鉄
転
運
使
系
巡
院
に
は
留
後
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
多
数
の
巡
院
聞
に
は
上
級
・
下
級
の
差
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
以
上
の
所
論
に
も
細
部
に
な
る
と
判
然
し
な
い
点
は
残
る
も
の
の
、
務
道
を
基
本
的
単
位
と
し
て
恒
常
的
な
中
央
直
轄
の
機
構
が
成
立
し
た
点
は
、
安
史
の
乱
以
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
乱
後
の
唐
朝
支
配
体
制
の
構
造
の
変
化
l
|殊
に
務
鎮
体
制
の
出
現
l
lに
必
然
的
に
連
関
す
る
も
の
で
あ
る
う
。
そ
れ
で
は
唐
朝
は
か
か
る
巡
院
組
織
の
も
と
に
ど
の
様
な
下
級
機
関
を
設
け
、
い
か
な
る
業
務
を
行
い
、
そ
れ
が
唐
後
半
期
の
歴
史
に
ど
の
様
な
意
義
を
有
し
て
い
る
の
か
、
総
て
次
の
機
会
に
残
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
注
①
拙
稿
「
劉
長
田
巡
院
設
置
に
つ
い
て
」
(
集
刊
東
洋
学
・
ご
八
)
唐
後
半
期
ロ
に
於
け
る
度
支
使
・
塩
鉄
転
運
使
系
巡
院
の
設
置
に
つ
い
て
ハ
高
橋、J
七
1¥ 
①
度
交
使
と
塩
鉄
転
巡
使
に
よ
る
地
域
的
分
掌
制
に
つ
い
て
は
、
夙
に
次
の
論
考
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
青
山
定
雄
「
唐
宋
時
代
田
転
運
使
及
び
発
運
使
」
(
同
氏
若
『
唐
宋
時
代
田
交
通
と
地
誌
地
図
。
研
究
』
所
収
)
目
。
凶
官
3
1内
O
F
O
R
-
-『F
o
m己門
口
O
E
E印刷
ω
5
5
B
E
Z円
〉
ロ
Hbtω
一E
え
ω
日
Z-z。
三
〉
氏
関
冨
旦
O♂
ZodqmREmwJNo--
ロコ
P
Y
H
。
凶
品
o
p
H由
日
仏
・
磁
波
誕
コ
ニ
司
使
の
成
立
に
つ
い
て
唐
宋
申
変
革
と
使
職
」
(
史
林
・
四
四
!
四
〉
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
筆
者
自
視
点
で
、
分
禁
制
成
立
過
程
を
略
述
す
る
。
従
っ
て
こ
D
=
一
論
考
と
重
複
す
る
所
が
多
分
に
あ
る
が
、
煩
を
避
け
逐
一
注
記
し
な
い
の
で
御
了
恕
を
い
た
だ
き
た
い
。
③
資
治
通
鑑
地
一
~
建
中
元
年
春
正
月
・
同
年
三
月
条
参
照
。
①
旧
唐
喜
一
4
-
本
紀
・
建
中
元
年
一
一
一
月
美
己
条
。
①
旧
唐
害
4
1「
・
新
唐
書
酷
一
L
楊
炎
伝
、
資
治
通
鑑
功
記
述
中
元
年
春
正
月
条
等
参
照
。
@
旧
唐
番
地
一
本
紀
・
建
中
三
年
八
且
丁
宋
辛
酉
・
甲
戊
条
、
新
唐
瞥
却
す
払
食
貨
志
-
一
間
選
白
羽
、
資
治
通
鑑
北
口
建
中
三
年
八
月
丁
宋
条
等
参
照
。
⑦
資
治
道
鑑
一
均
一
一
四
「
門
貞
一
元
元
年
)
十
二
且
甲
成
、
戸
部
奏
、
ム
マ
歳
入
貢
者
凡
百
五
十
州
、
」
由
記
事
に
、
胡
三
省
は
「
時
河
朔
穏
鋲
及
池
育
・
准
西
皆
不
入
貢
、
河
欄
諸
川
又
没
千
吐
審
、
」
と
注
し
て
お
り
、
更
に
当
時
、
朱
決
・
李
希
烈
町
乱
等
で
王
朝
財
政
は
逼
迫
し
、
江
治
運
米
に
全
く
依
存
し
て
い
る
情
況
は
、
向
上
書
功
一
一
一
興
元
元
年
十
二
月
庚
申
条
、
向
上
害
国
一
一
貞
元
二
年
夏
四
月
条
等
に
よ
り
明
白
で
あ
る
。
③
冊
府
元
危
旭
川
一
邦
計
部
・
漕
運
門
・
貞
元
二
年
正
月
余
。
①
厳
耕
望
探
唐
僕
尚
丞
郎
表
現
参
摘
。
@
旧
唐
害
地
一
一
一
班
宏
伝
参
照
。
⑪
唐
会
要
は
己
申
記
事
を
建
中
三
年
八
且
と
貞
一
万
七
年
六
月
由
記
事
の
聞
に
繋
け
で
あ
っ
て
、
一
見
〔
建
中
υ
八
年
の
記
事
由
如
く
で
あ
る
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
建
中
」
は
四
年
ま
で
し
か
な
く
)
克
に
同
害
時
F
転
運
塩
鉄
総
叙
等
白
該
当
記
事
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
が
〔
貞
一
克
〕
八
年
の
記
事
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
@
「
其
後
」
が
「
子
時
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
唐
僕
尚
丞
郎
表
噌
一
輯
考
皿
戸
部
尚
喜
・
迎
宏
条
参
照
。
@
唐
僕
尚
丞
郎
表
盟
参
照
。
⑬
し
か
し
班
宏
・
張
抽
出
自
如
き
財
政
全
般
に
亙
る
披
然
と
し
た
地
域
的
分
磐
制
が
、
唐
末
ま
で
存
続
し
た
か
、
本
文
医
回
参
照
。
⑬
東
準
備
に
つ
い
て
は
本
文
E
九
州
W
滑
橋
院
白
項
容
照
。
に
つ
い
て
は
な
お
問
題
白
残
る
所
で
あ
る
。
@
前
掲
拙
稿
一
川
町
参
照
。
⑫
青
山
氏
前
掲
論
文
一
掃
及
び
同
論
文
・
註
ハ
mu参
照
。
⑬
特
に
必
要
で
な
い
限
り
典
拠
は
一
例
に
止
め
、
し
か
も
で
き
る
だ
け
元
和
・
長
陵
年
間
頃
D
も
D
を
掲
げ
る
。
な
お
青
山
民
は
前
掲
論
文
・
注
(
初
)
で
表
中
ω・
ω・
ω・
側
の
典
拠
を
、
鈎
情
遮
民
は
「
唐
代
財
政
史
」
(
中
嶋
敏
訳
註
)
ト
ト
(
註
ニ
)
で
岬
・
駒
田
典
拠
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
更
に
鞠
民
は
同
審
問
所
で
表
中
ω・
岬
・
帥
・
ωω
・
ω・
冊
目
巡
院
名
古
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
り
典
拠
は
示
し
て
い
な
い
。
⑮
通
鑓
由
文
中
に
「
桶
橋
院
」
白
名
は
招
唱
さ
れ
て
い
な
い
が
、
全
唐
文
雄
一
卒
商
隠
撰
「
為
河
東
公
(
東
川
節
度
使
柳
仲
部
)
上
揚
相
公
状
」
に
「
塙
橋
院
」
。
語
が
見
え
る
。
@
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
諮
問
成
五
年
八
月
十
九
日
条
に
「
・
・
到
高
陵
県
滑
橋
、
澗
水
閲
一
星
許
、
橋
閥
亦
余
、
」
と
あ
る
。
@
外
山
草
治
「
唐
伐
の
漕
運
」
(
史
林
-
一
一
一
一
|
一
一
)
四
七
注
⑮
参
照
。
@
唐
陸
軍
公
築
地
一
中
寄
爽
議
二
「
謂
減
京
東
水
運
収
脚
価
於
縁
辺
川
鎮
儲
替
軍
糧
事
宜
状
」
に
「
頃
者
毎
年
符
江
西
・
湖
南
・
新
東
・
湖
西
・
准
南
等
道
、
都
巡
米
一
百
-
十
万
石
、
送
至
河
陰
、
英
中
減
四
十
万
石
、
留
貯
河
陰
倉
、
・
・
唯
余
四
十
万
石
、
送
赴
澗
橋
愉
納
、
」
と
あ
る
。
⑮
新
唐
沓
4
田
地
理
志
・
江
南
道
・
信
州
・
上
餓
県
条
容
照
。
@
花
房
英
樹
「
白
居
品
年
譜
」
(
同
民
若
『
白
居
晶
研
究
』
所
収
)
参
照
。
@
新
唐
書
諸
地
箆
志
・
樹
南
道
・
桂
州
・
豊
水
条
参
照
。
⑫
元
和
郡
県
図
志
一
」
華
州
・
華
陰
県
条
容
照
。
@
背
山
氏
も
前
掲
論
文
・
註
ハ
却
)
で
「
i
i河
陰
・
永
堂
等
漕
運
倉
庫
田
所
在
地
に
巡
院
が
設
け
ら
れ
た
白
で
あ
ろ
う
。
」
と
言
わ
れ
る
。
@
通
兆
一
明
一
食
貨
・
漕
運
・
関
元
十
八
年
条
、
新
唐
喜
一
号
食
貨
志
・
劉
長
自
消
法
の
項
容
照
。
@
新
唐
替
措
一
-
一
地
理
志
・
河
北
道
・
孟
州
・
河
陰
条
参
照
。
@
新
唐
書
吟
一
ハ
方
銀
表
・
東
畿
・
会
昌
三
年
条
参
照
。
@
旧
唐
番
営
・
新
唐
番
地
-
J
崖
洪
伝
に
も
同
事
件
。
記
事
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
宋
滑
院
」
に
作
る
。
⑨
唐
僕
尚
丞
郎
表
措
参
照
。
@
元
和
都
県
図
志
地
河
南
道
・
宿
州
、
唐
会
要
儲
七
、
州
県
改
置
上
河
南
道
・
宿
州
、
新
唐
害
時
六
万
鋲
表
・
徐
海
祈
密
、
各
条
参
照
。
@
唐
会
要
同
右
巻
同
右
条
参
照
。
@
旧
唐
害
時
下
本
紀
・
太
和
七
年
一
一
一
月
辛
丑
条
参
照
。
唐
後
半
期
に
於
け
る
度
支
使
・
塩
鉄
転
運
使
系
巡
院
の
設
置
に
つ
い
て
( 
高
橋、J
九
四
O 
@
日
野
開
三
郎
「
唐
代
務
鯨
白
駿
屋
と
鋲
将
(
二
〉
」
(
東
洋
学
報
・
ニ
七
一
)
富
山
首
参
照
。
@
青
山
定
雄
「
唐
代
の
水
路
工
事
」
(
同
氏
前
掲
著
書
所
収
)
位
取
参
照
。
@
旧
唐
書
一
詳
程
井
伝
に
「
元
和
初
、
塩
鉄
使
事
巽
薦
〔
程
〕
井
暁
逮
銭
穀
、
請
築
暖
録
用
、
短
為
侍
御
史
、
復
為
揚
子
留
後
、
」
と
あ
る
が
、
同
書
一
位
日
王
播
伝
に
「
先
是
、
李
巽
以
程
弁
為
江
治
院
官
、
」
と
あ
っ
て
、
揚
子
〔
院
〕
留
後
と
江
准
院
官
が
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
@
新
唐
醤
」
九
回
地
理
志
・
准
南
道
・
揚
州
条
容
照
。
@
文
献
通
占
有
法
興
地
考
四
宮
駒
山
川
に
「
真
州
、
本
唐
揚
州
揚
子
県
之
白
沙
鎖
、
」
と
あ
る
。
但
し
鋭
が
い
つ
か
ら
置
か
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
@
資
治
通
鑑
惜
一
-
一
後
唐
同
光
二
年
冬
十
月
条
白
「
呉
王
如
白
沙
、
観
楼
船
、
更
命
由
沙
日
迎
盟
鎖
、
云
々
、
」
の
記
事
に
対
す
る
胡
注
参
照
。
@
全
唐
女
噌
一
一
一
蹴
一
鴻
撰
「
座
州
同
食
館
記
」
(
詰
一
一
一
)
に
「
先
時
、
郡
貸
出
米
数
万
石
輸
揚
州
、
・
:
:
・
出
巣
湖
入
大
江
、
歳
為
風
波
沈
溺
者
半
、
・
:
:
・
由
申
港
出
新
婦
江
、
至
白
沙
、
人
不
労
、
水
無
害
、
」
と
あ
っ
て
、
座
州
か
ら
揚
州
へ
米
を
輸
送
す
る
場
合
、
長
江
に
出
、
更
に
長
江
を
下
っ
て
由
沙
に
至
っ
て
い
る
。
因
み
に
右
目
文
中
に
見
え
る
「
新
婦
江
」
は
「
中
国
古
今
地
名
大
辞
典
」
新
裕
河
条
に
「
自
安
徽
巣
県
、
流
経
含
山
県
南
、
叉
束
流
至
和
県
界
、
入
於
江
、
:
・
亦
名
新
婦
港
、
」
と
あ
る
も
白
に
同
じ
か
。
な
お
日
野
閲
=
一
郎
氏
は
港
岸
草
市
由
一
例
と
し
て
唐
詩
を
引
用
し
「
白
沙
は
岸
辺
に
あ
っ
た
千
家
の
町
で
、
揚
子
江
に
臨
ん
で
旅
庖
が
殻
け
ら
れ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
ロ
同
氏
箸
「
続
唐
代
邸
腐
の
研
究
」
主
審
照
。
@
桂
苑
筆
整
理
時
-
挙
牒
「
張
雄
-
充
白
沙
鋲
将
」
に
「
・
・
2
2
事
須
差
権
勾
当
白
沙
鉱
務
、
兼
知
場
司
公
事
、
」
と
あ
え
ま
た
問
書
同
巻
に
「
柳
家
時
間
知
白
沙
場
権
酒
〔
務
】
」
の
牒
が
あ
る
。
@
新
唐
番
地
六
方
鎖
表
・
准
南
条
h
替
問
問
。
な
お
甫
河
川
州
国
製
世
が
准
南
節
度
使
に
帥
附
属
す
る
も
白
で
あ
る
と
と
は
、
同
書
同
条
昭
一
庄
中
四
年
(
混
同
〉
に
「
置
寿
州
回
線
使
、
」
、
興
元
元
年
Q
宮
〉
に
「
准
南
節
度
罷
領
濠
寿
底
三
州
、
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
判
る
。
@
元
和
郡
県
図
士
山
崎
ニ
江
南
道
・
宣
州
・
南
陵
県
、
新
唐
替
4
回
江
南
道
・
宣
州
・
南
陵
、
各
条
彦
照
ロ
@
太
平
広
記
述
也
道
術
類
「
鄭
君
」
時
刻
に
「
唐
貞
元
末
、
掬
君
知
塩
鉄
信
州
焼
、
常
有
頑
夫
、
不
察
所
従
来
、
毎
於
人
支
処
、
恐
脇
茶
酒
、
鄭
君
檎
歪
答
脊
、
方
庭
煉
鉱
、
次
計
銀
数
万
雨
、
杖
詑
良
去
、
云
々
、
」
と
あ
る
。
@
新
唐
書
4
困
地
理
志
・
江
南
道
・
信
州
条
参
照
。
@
江
准
院
が
錫
子
院
と
同
じ
も
白
で
あ
る
と
と
は
、
前
注
⑮
参
照
。
@
社
牧
は
大
中
五
年
秋
、
考
功
郎
中
・
知
制
拾
に
就
任
し
、
翌
年
、
中
番
舎
人
に
な
っ
た
が
、
十
一
且
、
病
を
息
い
、
大
中
七
年
に
死
亡
し
た
ロ
穆
誠
「
杜
牧
行
年
簡
諮
」
(
同
氏
著
『
杜
牧
詩
選
』
(
人
民
文
学
出
版
社
・
北
京
・
一
九
五
七
)
所
収
)
容
照
。
@
日
野
開
三
郎
「
唐
代
務
鎖
。
殴
屈
と
鋲
将
(
一
)
」
ハ
東
洋
学
報
・
二
六
ー
l
四
〉
時
一
参
照
。
@
本
文
引
用
文
に
見
え
る
様
に
、
部
背
等
=
Z
唱
に
於
け
る
塩
専
売
制
は
長
底
二
年
五
月
、
停
止
さ
れ
た
が
、
太
和
五
年
Q
U
H〉
平
虚
節
度
便
に
就
任
し
た
王
京
元
ハ
呉
廷
鑓
撰
・
唐
方
鋲
年
表
劫
平
底
条
参
照
)
D
上
請
に
よ
り
、
再
び
己
白
地
域
に
塩
法
が
施
行
さ
れ
た
〈
旧
唐
番
酔
一
一
-
新
唐
害
時
ト
王
承
元
伝
怠
照
)
。
@
新
唐
醤
醜
五
食
貨
志
の
十
三
巡
院
中
に
際
許
・
堆
西
田
名
が
見
え
る
。
こ
の
十
三
巡
院
の
史
料
は
オ
リ
デ
ナ
ル
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
個
々
白
巡
院
に
つ
い
て
は
拠
っ
た
原
史
料
が
あ
る
り
か
も
知
れ
な
い
。
但
し
世
襲
滞
鎖
治
西
は
元
和
十
二
年
九
月
に
討
伐
さ
れ
、
翌
年
に
は
簿
鋭
自
体
が
廃
止
・
解
体
さ
れ
た
(
日
野
民
前
注
@
論
文
一
宅
配
・
唐
万
鋲
年
表
山
崎
治
西
等
条
参
照
)
か
ら
、
少
く
と
も
一
元
和
十
三
年
以
降
、
准
西
巡
院
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
⑬
貼
問
中
観
察
使
管
内
で
は
観
察
使
が
損
鉄
使
を
兼
任
し
た
例
〈
全
唐
文
抽
出
章
建
撰
「
刷
出
州
刺
史
静
街
神
道
碑
」
・
旧
唐
番
地
一
建
中
元
年
五
月
己
卯
条
・
旧
唐
省
略
廿
郁
土
美
伝
〉
や
験
中
塩
鉄
使
判
官
の
記
事
(
唐
会
要
地
七
諮
使
下
・
諸
使
雑
録
下
・
大
中
二
年
七
月
条
)
が
あ
り
、
官
た
新
康
審
酷
五
食
武
士
隔
に
斡
州
等
D
塩
井
を
山
南
西
院
が
領
し
て
い
た
こ
と
を
記
す
か
ら
、
貯
中
に
巡
院
は
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
、
i
@
沈
下
賢
文
集
叫
記
上
「
准
南
都
梁
山
倉
記
」
に
「
元
和
九
年
、
附
西
卒
稼
為
塩
鉄
官
、
掌
池
口
院
、
病
共
洞
滞
、
思
欲
以
為
救
、
而
乃
与
揚
子
留
信
議
之
目
、
自
問
越
巳
西
、
百
郡
所
買
、
駿
晩
皆
出
民
培
、
以
炎
天
累
月
之
久
、
滞
於
尺
陀
之
地
、
山
商
工
鰭
傭
、
尽
其
所
儲
、
不
能
限
十
半
之
食
、
只
校
好
倫
耳
、
幾
誠
有
終
歳
而
不
得
返
其
家
者
、
今
誠
得
十
数
之
倉
、
列
於
所
使
、
以
造
出
入
計
、
無
謹
也
、
正
月
、
河
氷
始
津
、
尽
発
所
畜
而
西
、
六
月
之
前
、
虚
鹿
以
待
東
之
主
者
失
、
加
此
則
役
者
、
進
、
而
鉢
何
従
生
哉
、
議
定
、
即
以
状
白
、
得
遂
其
使
、
於
是
稼
度
調
上
卑
限
無
堪
地
、
遂
瓶
庚
於
准
南
都
深
山
、
云
々
、
」
と
あ
る
。
@
青
山
氏
は
前
注
①
論
文
・
註
(
初
〉
で
「
Ei--塩
鉄
と
拙
速
の
両
者
が
必
要
な
と
こ
ろ
で
は
、
塩
鉄
転
運
使
白
も
と
に
一
つ
由
巡
院
が
併
せ
掌
っ
た
C
で
あ
ろ
う
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
⑧
唐
会
要
醐
λ
転
運
塩
鉄
総
叙
・
貞
元
十
年
条
に
、
〔
祈
西
観
療
使
〕
李
鋳
が
塩
鉄
転
溜
使
を
兼
ね
た
時
四
己
と
と
し
て
「
時
塩
鉄
転
週
有
上
都
留
後
、
以
副
使
潜
孟
腸
主
之
、
」
と
あ
る
。
@
@
@
本
文
前
掲
表
-
M
W
塚
鉄
転
運
東
部
院
、
ω塩
鉄
転
運
河
除
院
、
倒
塩
鉄
転
速
揚
子
院
の
典
拠
D
項
参
照
。
@
謎
川
文
築
地
一
「
卒
那
除
検
校
刑
部
員
外
郎
充
塩
鉄
嶺
南
留
学
i
等
制
」
参
照
。
@
前
注
⑧
に
引
用
し
た
文
に
見
え
る
知
治
口
院
官
が
消
巡
改
善
に
つ
い
て
揚
子
留
後
と
計
議
し
て
い
る
の
は
、
そ
由
一
例
証
で
あ
る
。
⑮
唐
会
要
時
ハ
両
税
使
・
元
和
四
年
六
月
四
勅
に
「
其
塩
鉄
〔
転
速
〕
使
揚
子
留
後
、
宜
兼
充
准
南
・
祈
西
・
新
東
・
宜
欽
・
福
建
等
道
両
税
使
、
共
江
陵
留
後
、
宜
兼
充
荊
南
・
山
南
東
道
・
部
岳
・
江
西
・
湖
南
・
鍛
南
両
税
使
、
・
・
度
支
山
南
西
道
分
巡
院
官
、
宜
兼
充
剣
南
東
西
川
・
山
南
西
道
両
税
使
、
」
と
あ
る
。
唐
後
半
期
に
於
け
る
度
支
使
・
塩
鉄
転
運
使
系
巡
院
由
設
置
に
つ
い
て
(高
橋
) 
四
